
 

 

 
 

  

 

 
 

 
 

 令和 6年 9月 11日（水） 

  会場 Spark（寄居町商工会） 
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司会 高倉 隆綱さん（SAA） 

点鐘 松本 幸男会長（12：30） 

ソング 奉仕の理想

１．会長の時間           松本 幸男さん 

皆様こんにちは。毎日暑い日が続います。同じことばか

りお話してしまいますが、まだまだ暑い日が続くようです

ので、水分を十分に取って熱中症にな

らないよう気をつけていきましょう。 

先日９月７日は、財団セミナーでし

た。世界平和のために、目標１人２１０

ドルの寄付をお願しますということで

した。寄居ロータリークラブは、１８３

ドル寄付しています。少々目標に届いていないのですが、

努力義務ですのでこの金額でいいと思います。この１８３

ドルは他クラブと比べても低い方ではないです。ただ２１

０ドルという目標の中で、２０５ドルとか２０６ドルとい

うところがあるのですが、そういったクラブは、四捨五入

されて２１０とみなされているという話があったので、そ

うすると１８３ドルなので、あと２２ドル、１人約３００

０円ぐらいだなと思い、今後また理事会等で協議していけ

ればと思います。よろしくお願いします。 

昨日は地区大会記念チャリティーゴルフが熊谷ゴルフ

倶楽部で行われました。柴崎ガバナー補佐、津久井さん、

鈴木さん、坂本さん、そして私松本で参加してきました。

とにかく暑い日で、鈴木さんは２Ｌの大きい水筒を持って

きていまして、それを２杯分４Ｌは飲んでいたかと思いま

す。坂本さんも５００㎖の水稲を飲み干しては、新しいペ

ットボトルを買って入れるというのを繰り返していまし

た。津久井さんは常にポットを持ってくるのですが、毎回

毎回ゴルフ場に忘れるということで、今回は持っていませ

んでした。私もペットボトル２Ｌぐらい飲みました。その

ぐらい暑い中、他クラブとたくさん交流を持ち、楽しく行

ってきました。成績の方は・・・皆さん後で各自確認でよ

ろしくお願いします。以上報告となります。 

続いて、本日の卓話者加藤裕司さんについて少しお話し

たいと思います。ネットで、加藤裕司さんを検索すると、

残念なことにあまり出てきませんでした。いやそんなこと

はないと思い、加藤さんのことをずっと調べているうちに

検索する名前が正しくないことに気が付きました。加藤東

陽先生と検索すると、これがまた写真やら何やらが急にド

バっと出てきまして、そうだよねと思いながら、何だか良

い気分なり、どんどん調子に乗って調べてきましたので、

一部ですがご紹介します。順不同ですが、まず元文部科学

省教科調査官、東京学芸大学名誉教授、これは皆さんご存

知ですね。すごいですね。全日本書写書道教育研究会会長、

日本武道館書道大会の審査リーダー。本当すごいです。ま

た一般社団法人日本書字文化協会の中央審査委員、審査委

員長。日本書道教育協会の編集代表。そして読売書法会。

先日行われたそうですが、和洋女子大学の夏季公開講座

（書道）５０周年記念講演会でパネルディスカッションの

パネリストを加藤先生が行っていました。調べるとパネリ

ストとしてお話している姿の写真も載っていますので、後

で検索してみてください。まだ続きます。日本書道美術館

特設講座 書道大学講師。日展会友（日本美術展の特選受

賞者または１９５８年以降に１０回以上入選した人）とな

っています。そして、千紫会の理事長。この会もすばらし

い会です。いろいろ調べてみると本当にたくさんの団体で

ご活躍されていて、私がそれぞれの内容を詳しく話をする

のはおこがましいので、皆様で検索し確認してもらえたら

と思います。寄居ロータリークラブにこのような素晴らし

い方がいるということを誇りに、更なる楽しい寄居ロータ

リークラブへ大きく前進できるよう、一致団結して今後も

頑張っていきましょう。以上です。ありがとうございまし

た。 



２．幹事報告            下条  誠さん 

皆様、改めましてこんにちは。昨日私は宅建協会の飲み

がありました。洋食店の１０人ぐらいのテーブル席で、シ

ョルダーバッグを持っていたのですが、

ショルダーバックを置く場所がなかっ

たので、自分の座っている席の後ろの床

下に置いて飲んでいました。飲みが終わ

り、代行を呼んで家に帰りました。そし

てショルダーバッグを床に置いたらＧ

（ゴキブリ）がバックを置いた下から急に出てきて、リビ

ングを走り回り、そこに嫁と娘がきて、大変な大騒ぎにな

りました。それを退治する騒ぎで、酔いも一気に冷めまし

た。今後皆さんも飲食店へ行く際には、バック等を置く場

所は床等には置かず、何か少し高めのテーブル等に置いた

方が良いと私も５４歳にして、改めて飲食店の床にバック

を置いたら駄目だということを勉強しましたので、今後の

注意喚起も含めて皆様にお話しました。あまり気持ちの良

い話ではなく申し訳ありません。 

それでは幹事報告をします。最初に、ガバナー補佐訪問

が明日９月１２日皆野長瀞、同行者は橋本則彦さんと吉田

昌弘さんとなっています。続きまして９月１７日秩父、同

行者は森田淳一さんと権田功さんとなっていますので、ど

うぞよろしくお願いします。 

次に、先週も少し話しましたが１月１２日の優良従業員

表彰関係について。優良従業員の推薦書の注意書きを改め

て見ましたら、会員の従業員に限らず地元で活躍されてい

る方も推薦をお願いします、ということが書いてありまし

たので、先週と同じ内容ですが、従業員に限らず地元で活

躍されている方も推薦してください。この推薦書に関しま

しては、必要がありましたら私か事務局の方に言ってくだ

さい。 

続きまして回覧の方ですが、１１月３日のポリオデーに

ついて先週も回覧しましたが、まだ記入していない方がお

りますので、再度回覧します。 

最後に先ほど会長の方からも話がありましたが９月７

日に財団の研修会がありました。その財団研修関係からポ

リオプラス ソサエティの参加案内が届いております。こ

のポリオプラス ソサエティというのは、ロータリー財団

のポリオプラス基金に毎年、年間少なくとも１００米ドル

あるいは１００米ドル以上寄付することです。希望される

方は、こちらに参加申込書がありますので、記入等よろし

くお願いします。幹事報告は以上です。ありがとうござい

ました。 

 

３．委員会報告 

（１）出席推進委員会       山口 正彦さん 

例会日 総員 欠席 出席 ＭＵ 出席率 

９月11日 ３７ ８ ２９ １ ８１．０８％ 

９月４日の修正出席率 ８３．７８％ 

（２）会員慶事 

 銀婚祝  坂本 勝志さん 

 

（３）ニコニコボックス委員会    荻野 真仁さん 

松本 幸男さん 本日は待望の加藤さんの卓話です。心

してお話を聞かせていただきます。楽

しみです。  多めにいただきました 

下条  誠さん 加藤さん、本日の卓話、とても楽しみ

にしておりました。勉強させていただ

きます。 

松本 則之さん 加藤さん、卓話楽しんで聞かせていた

だきます。福島さん、栗、おいしくい

ただきます！ 

松本 則之さん 大谷翔平の４５，４６号分です。目指

せ５０－５０。多めにいただきました    

吉野 泰久さん 先日のテレ玉で水天宮の放映があった

そうで、私の恥ずかしい姿が映り込ん

でしまったようです。是非見えなかっ

たことにしてください。 

佐橋 正行さん 加藤さん、卓話楽しみにしてます。 

浅見 克一さん ひさしぶりの加藤さんの本格卓話。楽

しみです。 

小宮 俊光さん 加藤先生、久しぶりの卓話ですね！！

一日千秋の思いで待ってました。良い

話しで少しは自分を高めたいです！！ 

山口 正彦さん 加藤さん、本日も卓話楽しみです。 

山口 正彦さん 前回欠席のため 

鈴木 光則さん 加藤さん、卓話楽しみです。よろしく

お願いします。 

柴崎  猛さん 加藤さん、卓話楽しみにしておりま

す。 

柴﨑  正さん 加藤祐司さん、卓話楽しみです。聞く

のに集中して、暑さを忘れます。 

清水 浩一さん 加藤さん、卓話楽しみです。 

加藤 祐司さん 今日は「文字文化とひらがな」という

テーマで卓話をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 



安齋治一郎さん 加藤さん、卓話たのしみにしてまし

た。宜しくお願いします。 

赤坂 匠康さん 加藤さん、本日の卓話とても楽しみで

す。よろしくお願いします。 

橋本 則彦さん 毎日暑い日が続いて体がもちません。

加藤さん卓話楽しみでした。本日もよ

ろしくお願いします。 

森田 淳一さん 加藤先生の卓話を楽しみにしていたの

ですが、途中早退になってしまいま

す。申しわけございません。 

吉田 昌弘さん 加藤さん、本日の卓話楽しみに参りま

した。どうぞよろしくお願い致しま

す。 

髙田  徹さん 加藤祐司さん、本日の卓話よろしくお

願い致します。楽しみにしておりま

す。 

権田  功さん 暑い毎日が続きます。体調管理を大切

に。 

高倉 隆綱さん 本日早退の為。 

豊田 康業さん 加藤さん、卓話楽しみにしておりま

す。よろしくお願いします。 

土師 賢一さん 加藤さん、本日の卓話楽しみにしてお

りました。宜しくお願い致します。 

清水雄一郎さん 加藤さん、本日の卓話楽しみにしてお

ります。ドジャース山本VSカブス今永

の試合も楽しみです。 

坂本 勝志さん 昨日はチャリティーゴルフ参加させて

いただきました。とても暑くて、汗も

かきすて足がつりそうになりました。

ですが、とても楽しいゴルフでした。

ありがとうございました。 

荻野 真仁さん W杯最終予選。埼スタの中国戦。アウ

ェイのバーレーン戦大勝でしたね。何

事にも物おじせず堂々と戦っている若

い世代はたのもしいですね。 

 

卓話  加藤 祐司（東陽）さん 

皆さんこんにちは。先ほど会長の方から私の紹介が少し

ありましたので、新しい方のために簡単に補足説明だけさ

せていただき、早速話に入りたいと思い

ます。資料を配付しましたが、１枚目の

右下に私の自己紹介として書きました。

ざっと読みますと、全日本書写書道教育

研究会というのは、小中高大学の書写書

道に携わっている先生方の全国組織で

す。６０年前に組織され、その当時は全教科あったのです

が、今残っているのは書写書道教育研究会だけです。あと

はみんな校種別に独立してしまいました。２番目の全日本

書道連盟常務理事とありますが、これは今のユネスコの世

界遺産に書道をという推進母体です。これも全国組織です。

それから、日本武道館評議員これは１月５日に毎年日本武

道館で書初大会、席書大会、全国から３０００人ぐらい集

まって、１日６回の交代で書きます。そのときの審査を務

めています。それから東京学芸大学名誉教授とありますが、

私３４年間東京学芸大学にお世話になりました。初め、こ

こ寄居から通いきるかなと思いましたが、何とか勤め上げ

ました。そしてその間、文部科学省の教科調査官を５年間

しました。東京学芸大学というのは、文字通りの教員養成

大学です。小中高の各教科の先生方の養成で、私が担当し

たのは高等学校の書道の免許を出す書道専攻で、３０年間

指導に携わったということです。もちろん小学校中学校の

免許も、いわゆる副免として取れますのでそちらの方の指

導も当たっています。それから、この文部科学省の教科調

査官というのは、よく教科書調査官と間違えられますが、

教科書調査官というのは、各教科の教科書が検定に合格す

るかどうかという中身について一生懸命調べる調査官で

す。私の方の教科調査官というのは、今日教科書に書かれ

ている内容が各学年、全国津々浦々、きちんとそのレベル

通り、教科書のレベルに達するだけの指導をしているか、

指導内容とか指導方法について、小中高に行って、全国に

指導するというようなことです。教科書等が改定になりま

すと、全国の教育委員会、教育長等に伝達を出して、そこ

で話をして、その教育方針を各都道府県の各学校長にさら

に伝達するというような方法です。そして時折、それが全

国できちんと行われているどうか、その実態調査にあちこ

ち都道府県にお邪魔しています。それから日展会員。これ

は私が教育と離れた、いわゆる一般活動で書道を生業とし

ていますので、展覧会にも出しているということです。そ

れから千紫会の理事長とありますが、戦前は全国一斉の、

国が定めた教科書しか使えなかった訳です。国定教科書で

すが、それの書道の教科書を書いた鈴木翠軒という先生が

います。この人が日本芸術院会員で文化功労者なのですが、

その人が作った会が千紫会と言います。その千紫会に所属

している私が、そこでたまたま理事長という役職を仰せつ

かっているということです。そして年に一度国立新美術館

で６月から７月にかけて、展覧会をするのですが、その看

板・案内板はアート・コアの安齋さんにお世話になってい

ます。そして全国はがき筆文字展審査委員です。これ宮古

島、沖縄の先にあります。以前はそこに行って審査をして

いましたが、コロナの関係で、今は逆に向こうからこちら

に来ています。ちょっと宮古島に行けなくなり残念です。

それから日本書道美術館の講師とありますが、これは東上

線ときわ台の駅の前に日本書道美術館があり、そこで時折

話をしています。 

自己紹介が少し長くなりましたが、また話の中でも必要

があれば触れていこうと思います。 

今日の資料はお手元にありますか。本日はそこにあるよ

うに文字文化と「ひらがな」というタイトルをつけました。

これは、今月のロータリーの共通テーマが「基本教育と識

字率向上月間並びにロータリーの友月間」とあります。そ



れに沿って会長さんの方から私の方に、今月はこういうい

うことに基づいて話をせよ、ということだと思いますので、

このテーマに沿って、今日は卓話をしようと思います。 

前回依頼を受けまして、７月２０日のときに、新札の文

字の使われ方が、漢数字が後退してしまって、算用数字が

前面に大きくなった。これは国際化の波でしょうか。これ

だけ多くの国々の人が行き来する、そういった日本で使わ

れる紙幣について、おそらく漢数字はわかりにくい。それ

よりも算用数字の方が１０００とか１００００とか、数字

がその新札の前面に出てきた方が、万人わかりやすいので、

これはやむを得ないのかなという話をしましたが、これも

一つの文字文化として、一つの流れとして受け止めなけれ

ばいけないと思っています。私自身、漢字仮名を専門とす

る者からすると、「え、漢字がこんなに小さくなっちゃっ

た。」と少し寂しい気はするのですが、一つの流れといい

ましょうか、やむを得ないだろうと思いながら、新札を今

も眺めています。 

今日は、その漢字から派生した仮名について話をしたい

と思います。今日の資料に女という字の成り立ちついてあ

ります。専門的な話はまた後ほどすることにします。文字

の発生から、現在の仮名に至るまでどのぐらいの年数が経

っているのかということを、ざっと見ていただくために堅

苦しい話になりますが、２枚目に図表を出しました。 

お札でいうとマークです。印で押されたところに書かれ

た文字、篆書（てんしょ）です。それがだんだん文字が簡

略化され、次に隷書（れいしょ）になってきます。その篆

書というのは、その左の時代を見てもらうと、殷と周、上

から２番目にありますが、秦の始皇帝のとき、万里の長城

が築かれた頃の時代にこの書体が使われました。それが上

から２番目の書体です。総裁の印というのがお金に書いて

あります。後でお金を確かめてもらうと、丸い中に総裁の

印と書かれているのがわかります。その印が篆書というも

のです。それから１，０００円とか５，０００円、１０，

０００円とか漢数字で書いてあります。それは隷書と言わ

れています。これがずっと続いてきて、そしてその隷書か

ら日本の漢字が、平安時代にだんだん中国から入ってきて、

それが楷書・行書・草書と今使われている字体になってき

ます。そういったものは、平安時代のかな文学等が大きく

影響しています。国風文化の一つとして筆文字が出てきま

したが、あの頃の生活様式が今の日本の仮名文字を発生、

進歩させ、定着してきました。それが現在の、文字文化と

いうことです。文化と文明の違いですが、文化というのは、

いわゆる土地、あるいは時間、それが一緒に継続されて今

日に伝わっているものです。文明というのは、そのどちら

かが欠けてしまいます。その土地だけ、その時間帯だけに

伝わるものが文明です。両方、時間と土地、それらが一緒

にずっと今日まで引き継がれているものが文化です。文字

文化というのは、このころからずっと３０００年の歴史、

中国で発生した漢字が日本に伝わって、時の流れも越えて、

今我々が使っている漢字と仮名、それが文字文化と言って

も良いと思います。今日はその漢字ではなく、ひらがなと

カタカナのことについて、主に焦点を当ててお話しようと

思います。 

プリントの方、最初１枚目の１から話しますと、「ユネ

スコ無形文化遺産登録に向けて」とありますが、おそらく

認可されるのはあと１年半先になるだろうと言われてい

ます。今、中国の漢字はもう既に中国で認定を取ってしま

っています。それに遅ればせながら日本の文字、書道です。

和食は、特に何だと聞かれた場合、日本政府が答えたのは

お雑煮ということです。全国津々浦々、この食事はなされ

ていますよ、ということです。では書道の場合はどうです

かと言われた場合に、「書き初め」を例に出しました。「書

き初め」は、全国の小中高等学校でお正月等に行われる行

事である、そういうことで意識づけといいましょうか、遺

産登録を進めているわけです。そこで（１）ひらがなの場

合は１音１字の制定です。ここに変体仮名と書きましたけ

れども、例えば最初に見ていただいた「女」という字から

ひながなの「め」という字が生まれました。女を早書き（続

き書き）してもらうと、ひらがなの「め」になります。カ

タカナのメは、そこからどこを取ればカタカナのメになる

でしょう。２画目の左払いの部分と、３画目の最後の部分

を取って、カタカナの「メ」が作られました。どういうこ

とかというと、例えば今、五十音であいうえおとあり、「あ」

といえば皆さん安心の「安」ですよね。ところがそれが決

まる前、明治の頃まで平安からずっと、「あ」というと、

アジアの「亜」か、阿倍の「阿」か、要するに「あ」と呼

べるものは全部使えました。それでは学校教育等も安定し

ないということで、「１音1字」一つの音に対して一つの

文字を決めました。それが１９００年です。明治３３年。

そこで学校教育で、この「あ」といえばこの「安」を指導

してください。ひらがなはこの「あ」です。カタカナはこ

の「ア」です、と５０音を示しました。それが今日に続い

ている訳です。だから１９００年、ちょうどそのときに、

学校教育制度、全国津々浦々１音１字が制定されました。

それが今に続いています。ところが、その使われ方がプリ

ントにあるように、楚者とか寿し、お手茂登（箸袋）、お

しる古とかありますが、今もこういった文字を道を歩いて

いるとのれん等で目にすると思います。なぜこれがお楚者

（そば）なんだろう、今使っていないじゃないかと思うか

も知れません。しかしそれは制定される以前から、我々は

昭和、平成、令和を生きています。その前には大正もいま

す。さすがに大正の人はいなくなったかな。その３世代が

住んでいたら、文字文化としては、その老舗と言われると

ころは古い文字、それをそのまま伝統として使っています。

それが今日に残っているということです。 

その下に「あめ」と書きました。これは私の失敗談なの

ですが、今からもう２０年ぐらい前でしょうか、大学にい

た頃です。今も続いていますが日本と中国と韓国の大学で

相互交流をしようということで、そのときに日本から来て

上海師範大学で何か話をしてくれと指名され、行って話を



しました。日本語で講演しましたが、そのときに日本の文

字について話をしました。中国から輸入された漢字から、

平安時代にひらがなが生まれ、そして後に仮名が生まれて、

そして制定されてきたという話をしました。そのときの例

がいけませんでした。雨という字を引き合いに出してしま

いました。我々日本人はイントネーションによって、上を

強くしたり、下を強くしたりすることによって、意味が違

います。「雨が降ってきた」「飴ちょうだい。」「橋と箸」

いろいろあります。やはりこの例を出したのがいけなかっ

たのですが、先ほどの女という字で

す。中国人からすると、あめの「あ」

は「安い」という字で、「め」という

字は女なのです。そして雨雨降れ降

れ♪と言ったら、安い女が降れ降れ

という事になります。今だったらこ

れはちょっと使えなかったと思うの

ですが、今から２０年前ですからね、

何とか皆さん笑って許してくれまし

たが、「雨が降ってきた」「安い女が

降ってきた」どういうことだとなり

ますからね。しまったな、とそのとき

は思いましたが、一笑に付したとい

う失敗談もありました。 

そして、今このカナが、あるいは漢字がどのように現代

に生きているかというと、さらに進化してプリントの３枚

目に書いたように、一つの画を共有して、横文字で言うと

ＭＩＴＳＵＫＯＳＨＩとかＭＩＺＵＨＯとかです。私別に

この企業関係していません。ロゴで一つの角が共有されて

います。三越のローマ字はどうでしょう。ＵとＫの間が共

有です。一つの線で、縦画で両方使っています。みずほ銀

行はどうでしょう。やはりＵとＨが一緒に使われています。

省略されていますよね。大きな看板ですので、皆さんも当

然気づいていると思います。 

そして、その印鑑や平安とかありますが、こういった流

れは歴史を紐解いてみますと、そこに「ひと」とあります

けど、百人一首で「読み人知らず」という作者名がありま

す。誰が読んだかわからない。そのときの署名の「読み人

知らず」の「ひと」が繋がっています。それから百人一首

で、１００あるうちに「～けり」で終わる歌が１２，３あ

るらしいです。その「～けり」が来ると、もう終わりだ、

その歌が終わるということで、けりをつけるということが

生まれたらしいです。その「けり」にも、「け」の最終画

と「り」の初めが共有して、１本で「けり」で終わってい

ます。だから、平安時代から使われていた「読み人知らず」

とか「～けり」とかそういったものが、今も横文字になっ

て、ＭＩＴＵＫＯＳＨＩやＭＩＺＵＨＯに使われています。

こういったことも一つの文字文化として仮借連綿、これか

らずっと続いていくのかなと思っております。ちなみに、

ちょっと逸れますが、三越のところに丸越と書いてありま

す。これまた漢字の話になりますが、髭文字です。最終画

が髭になっています。その髭の数を数えると、さすが三越

です。３本、５本、７本。七五三になっています。 

では閑話休題、クイズの時間です。この字はお孫さんた

ち、あるいはお子さんたちに何て読む？とクイズを出すと

良いです。これは私が小学生の頃に覚えたクイズで、まだ

使っています。もういい加減、叱られそうです。これ何と

読むと思いますか。「め」と言う字が少し中途半端です。

そうです。「でたらめ。」です。１本長く出すと、「め」

になります。なので「でたら・め」です。今日帰りました

ら、お孫さんやお子さんと遊んでいただければと思いまそ

れから、この手書き文字について、プリントの２番です。

野口シカの手紙。野口英世のお母さんです。小学校ももち

ろん出ていません。野口英世が出世してアメリカに行って、

なかなか帰ってきません。そしてお母さんは、囲炉裏の灰

に火箸を筆代わりにして「いろは」を学習します。小学校

も出てないのでお母さんは字も書けません。それを囲炉裏

の灰や火鉢でもって一生懸命勉強して、野口英世に手紙を

書きます。それが４枚目最後のプリントです。これは野口

英世記念館に行きますと、実際に書かれたものの複製品が

売っています。実際に野口シカ、野口英世のお母さんが、

火鉢の灰に何回も書いて覚えたのです。それがこの手紙の

文章として残っています。「おまいの世話にわ、みなたま

げました。…」出世にはということでしょう。・・・そし

て終わりから４行目。「早く来てくだされ。早く来てくだ

され。」早く帰ってきてください。そして西に向いては拝

み、東を向いては拝んでいます。そういった母の切々たる

願いを、子供の野口英世に宛ててこの手紙を出すわけです。

そして野口英世はその後帰国しますが、日本全国、津々

浦々講演をして歩く際には、必ずお母さんと一緒に回った

といいます。このお母さんの文字が読みにくいですが、囲

炉裏の灰で覚えた文字です。これには私も非常に心打をた

れたので、皆さんに紹介したいと思いここに載せました。 

それからもう一つ、３枚目のプリントです。新聞記事で

すが、この愛美ちゃん、東日本大震災でお母さんが帰って

こない。そのときに一生懸命、自分が覚えた字で、お母さ

んがまだ見つかっていなかったので、見つけてほしい、そ

んな願いをかけて「生きてるといいね、お元気ですか」と

手紙を書きました。うつ伏して寝ています。そのあと残念

なことにお母さんはご遺体で発見されましたが、見つかる

までの間の、子供の切々たる願いです。やっぱり筆文字、

手で書きました。そこにやはり、生きる力というか、そう

いったものが宿っていると思いますので紹介しました。 



それから３番目の「いい字とうまい字」とありますが、

いい字というのは、小中学校で書の３要素といいますけれ

ども、まず字形、字の形です。それが上手い。それから筆

遣いがよくできている。そして全体構成。字配りがいい。

紙面に対して、うまく中心が通っているとか文字の大小が

できている、それが三つの要素です。字形と筆遣い、全体

構成。これがしっかり書けているものを良しとして、小学

校は基準判断にします。 

ところが、うまい字となると、「この字うまいね」とい

うのは、高等学校になると今度は芸術科書道ですから、芸

術書道となった場合には、「この線、勢いがあるね。」「明

るいね。」「余白が生きているね。」今日の天気のように

いろいろな表現ができます。それがいわゆる情趣ですね、

情熱の情に趣です。そういったことまで評価するようにな

ります。なかなか目に見えない、書いた所の黒じゃなくて

白を見ます。白を判断するようになります。それが高等学

校での芸術科、書道という見方になります。ですから、あ

る程度字の形が乱れていても歪んでいても、それがざっく

り言ってしまうと「いい個性だね。」とか、「曲がってい

るけれども、勢いが、伸びる力がある。」とかです。字の

形、筆遣いはうまくないけども、基本通りはできてないけ

ども、ただその線には力強さがある。 

心を込めて書いた粘りだなとか、そういったものまで、そ

の書かれた文字からは見る人が見るとわかります。そこを

評価するようになります。それが小中学校の書写の授業と

高等学校の芸術の大きな違いです。 

だからといって、初めから基礎基本をないがしろにして

いいか、というとそうではないです。しっかりした基礎、

土台の上に立ってして表現されなければ、１回目はちょっ

と奇抜でいいかもしれませんが、２回目になると、通用し

ません。「なんだ、またこれか。変化できないの。」とな

ります。ですから基礎基本の上に立って書かなければいけ

ないということです。 

それから、４番目。ＡＩと筆のつぶやきです。２枚目の

プリントです。これは小学校４年生の子供が、こんな詞を

書いてくれました。出所はおそらく２０年ぐらい前の朝日

新聞だと思います。子供の詩です。「自慢の毛をすみで真

っ黒にそめて、真っ白な半紙に書いてあげます。特にひら

がなは優しい気持ちになりきって書いてあげます。」どう

でしょうか。よく七五三と言われますが、我々は３３３で

す。まず三つ子の魂…だいたい３歳で文字を書くことを覚

え始めます。それから３年後６歳、小学校に入学します。

９歳で小学校３年生から４年生、学校で書写、初めて筆を

とります。その３年後、６年生あるいは中学１年生になっ

て、楷書から行書、小学校から中学校に行くと、新しい文

字の形を勉強します。そのようにですね、大体３年刻みで

我々の文字学習というのは進んでいます。そのときに、こ



の小学校３年生４年生のこの筆のつぶやきはどうでしょ

う。初めて筆を持って書くときに、こういった純粋な気持

ち、私はこれに心打たれて文章にしてみました。時間が足

りませんので、１行だけ言いますが、「子」育ては「個」

育てと言われる。語呂合わせのようなものです。子供育て

は個性、個々人の育つと言われる。他者との違いや自己流

が個性とみなされる傾向がある。「個」とは本来自分の良

さに向かって一生懸命頑張るという主体性の側面にある

ものである。この詞を元にして文章を書かせていただいた

のですが、この解説文は後でゆっくり読んでください。 

昨日ニュースを見ましたら、よく漢字で書いて読み方を

平仮名で表すキラキラネームというのがあります。漢字に

対するキラキラネームを受け付けないというニュースが

流れました。これからは当てずっぽうなキラキラネームと

いう漢字の読み方と全然違ってくるようなことが、やはり

時代の流れとして、文字文化としておかしいと感じ始めた

のでしょう。それがある程度元に戻るのかなと私はそうい

う思いで、昨日のキラキラネームの制限、ふりがなの平仮

名の使い方について、私は大いに賛成したいと思っていま

す。時間ですので、話を終わりたいと思いますけども、仮

名文字について大まかな話しかできませんでしたが、まと

めますと、日本の識字率の高さは、以上お話しました「仮

名文字」の力に負うところが大きかったのです。以上をも

ちまして、私の話を終わりたいと思います。ご清聴ありが

とうございました。 

 

 

 

会長  松本 幸男さん 

加藤さん、貴重なお話をありがとうございました。文字

にも個性がないと評価できない、ただ、個性を生かすのも

先ずは基本が大事ということで、いろいろなことに結びつ

くのではないかと思いました。私もこれからは文字を書く

ことに集中し、心身ともに日本の文化を大切にしていきた

いと思っております。本日はどうもありがとうございまし

た。 
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